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■マハティール元首相が新首相に再登板 

マレーシア政治が大きな転換点を迎えている。

2018 年 5 月 9 日に第 14 回総選挙が実施され、即日

開票された。その結果は、ナジブ首相率いる与党連

合：国民戦線（BN）が勝利するとの大方の予想が覆

され、マハティール元首相がけん引する野党連合：

希望連盟（PH）が 113議席と総議席数の過半を獲得

し、マレーシア史上初の政権交代となった（右上図）。

その翌日には、マハティール元首相が国王から新首

相に任命された。 

マハティール新首相は、かつて、強いリーダーシ

ップでマレーシア経済を大きく発展させた実績があ

り、今回もその強い指導力に期待が強まっている。

それに応えるように新政権は、発足直後から積極的

に選挙公約を実行に移している。5 月 16 日には、

最終的には廃止を目指すものの、税率の引き下げは

国会審議なしで実施できるため、2015 年 4 月に導

入された物品・サービス税（GST）の税率を 6 月 1

日より0％に下げることを表明したほか、その後も、

大型インフラ事業計画の見直しやガソリン燃料向

け補助金の再導入等を決定した。 

 

■隠し債務が発覚も、通貨危機は回避の見込み 

 新政権は、公約実現と同時に、ナジブ首相にかか

わる汚職問題についても、追及している。そうした

なかで、5 月 23、24 日にリム・グアンエン新財務

相は、前政権が政府債務を過小に公表していたと発

表した（右中図）。これを受け、総選挙期間中は安定

していた株価は急落に転じた（右下図）。 

 政権交代を機に、隠し債務が表面化した例として、

直近ではギリシャの債務危機が有名である。ギリシ

ャ経済は、隠し債務発覚後、国債、株式の暴落やユ

ーロの大幅下落等、市場・経済が大きく混乱した。

しかし、マレーシアに関しては、経常収支が黒字基

調であることや外貨準備高が相応に潤沢であること、

さらにマハティール新政権への高い期待や大型公共

事業の停止等の新施策を勘案すれば、深刻な通貨危

機に陥る事態は回避できよう。ただし、大型公共事

業の停止の影響により、2018 年後半の成長率は減速

を余儀なくされると予想される。                
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